
ダイワ精工株式会社

会社概要　

ダイワ精工株式会社

設　立：1958年7月29日

社員数：636人（2004年3月末現在）

資本金：91億197万円（2004年3月末現在）

※本資料は、2005年5月に取材した内容をまとめ
たものです。

情報システム部
係長
塩田 光浩 氏

お客様の声をWebで収集 収集コスト削減と情報精度のアップを両立
～お客様のウォンツ(Wants)を開発部門へフィードバック～

 釣り用品を中心に、若年層から壮年層まで幅
広い顧客層に製品を提供しているダイワ精工は、
レジャーショップやスポーツ用品店、釣り用
品専門店を通じて、商品をお客様にお届けし
ています。そのような中で、販売店とダイワ
精工との間の在庫情報やサービス情報の提供
のWeb化は、2002年よりビーコンIT社から提
供されたデータベースAdabasとWebアプリケー
ションサーバ ForeSite を利用し積極的に行っ
ていました。これにより質の高い情報提供、
情報交換を各販売店様との間で行うことがで
きていました。
一方、実際に製品をご利用いただいている幅
広い年齢層のお客様との製品についてのアンケー
トなどの情報交換は、電話＆ハガキ＋FAXといっ
た従来型の仕組みで対応しており、集まる情
報の精度だけでなく、その加工のコストや情
報の再利用性にも課題がありました。

 フィッシング事業部はその名のとおり、釣具
を中心に扱っています。フィッシングは、様々
な対象魚を様々な釣り方で楽しむこだわり性
の強い趣味であり、お客様の様々なこだわり
に対して常に耳を傾けて製品化していく為に、
過去よりお客様へのアンケートを積極的に実
施しておりました。

しかしながら、アンケートハガキでお答え頂
く内容には限界があり、製品開発・サポート
の立場からは十分な情報を得られていません
でした。
 また、新製品やご購入頂いた釣具を楽しんで
頂くためのイベント開催等の情報提供をインター
ネットメールによって行うことを試みましたが、
アンケートハガキに書かれた手書きのメール
アドレスは読み取りミスや誤字が多く、お客
様への連絡媒体としては不確実なものになっ
ていました。

ダイワ精工は、釣り用品、ゴルフ用品を中心としたスポーツ・レジャー用品メーカーで、
道具づくりを通して、お客様の余暇をより深い感動と充実感で満たし、「人と地球にやさ
しいスポーツライフ」を創造することをめざしている「ネイチャー・スポーツ」のリーディ
ングカンパニーです。また、環境負荷の軽減にも取り組んでおり、環境にやさしい新素材
開発や社内業務の環境保全にも「お客様の満足」との両立をすべく積極的にとりくんでい
ます。そのような中で、従来お客様にハガキを返送していただく形で行っていた、カスタ
マーサポート登録と購入商品に対するアンケート収集を、Xuras inicio(ジュラス・イニ
シオ)を利用してXML & Web化することにより登録顧客数の向上と登録情報の精度、およ
びアンケート内容の精度向上を実現し、それに伴う作業工数の削減、ハガキの撤廃を同時
に実現しました。

Web化の対象を各店舗からお客様に

背 景

Webアンケートシステムの検討


